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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
 
 

回次

第68期

第３四半期連結

累計期間

第69期

第３四半期連結

累計期間

第68期

第３四半期連結

会計期間

第69期

第３四半期連結

会計期間

第68期

会計期間

自　平成20年

４月１日

至　平成20年

12月31日

自　平成21年

４月１日

至　平成21年

12月31日

自　平成20年

10月１日

至　平成20年

12月31日

自　平成21年

10月１日

至　平成21年

12月31日

自　平成20年

４月１日

至　平成21年

３月31日

売上高（百万円） 55,099 59,416 15,631 18,946 84,409

経常利益（百万円） 3,053 4,597 143 803 5,569

四半期（当期）純利益（百万円） 1,283 2,252 23 354 2,420

純資産額（百万円） － － 24,133 26,872 25,259

総資産額（百万円） － － 120,883 98,623 109,368

１株当たり純資産額（円） － － 553.79 617.09 579.76

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
29.50 51.88 0.54 8.16 55.64

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 19.9 27.2 23.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△4,402 11,636 － － △3,426

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△180 △100 － － △195

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
18,296 △7,925 － － 16,647

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 22,618 25,540 21,929

従業員数（人） － － 1,108 1,117 1,095

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 1,117(193)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。

(2）提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 813 (16)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）受注実績

事業の種類別セグメントの名称
前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

前年同四半期
増減率(％)

建設事業（百万円） 13,728 7,619 △44.5

(2）売上実績

事業の種類別セグメントの名称
前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

前年同四半期
増減率(％)

建設事業（百万円） 14,175 11,785 △16.9

不動産事業等（百万円） 1,455 7,160 391.9

合計（百万円） 15,631 18,946 21.2

　（注）１．「第２　事業の状況」における各事項の記載については、消費税等抜きの金額で表示しております。

　　　　２．当社グループでは、建設事業以外は受注生産を行っておりません。

３．当社グループでは、生産実績を定義することが困難であるため「生産の状況」は記載しておりません。

４. 主要な販売先に対する売上高及びその割合は次のとおりであります。 

前第３四半期連結会計期間

株式会社日立物流 1,947百万円 12.5% 

当第３四半期連結会計期間

名古屋鉄道株式会社 3,278百万円 17.3% 

　     

(3）売上にかかる季節的変動について

　　　　　当社グループの売上高は、通常の営業の形態として第２四半期連結会計期間及び第４四半期連結会計期間に売上計

上する割合が大きく、業績に季節的変動があります。

 

　※なお、参考のため提出会社個別の事業の状況は次のとおりであります。

　　建設事業における受注工事高及び完成工事高の状況

①　受注工事高、完成工事高、繰越工事高　

期別 区分
期首繰越
工事高
（百万円）

期中受注
工事高
（百万円）

計
（百万円）

期中完成
工事高
（百万円）

期末繰越
工事高
（百万円）

前第３四半期累計期間

　（自 平成20年４月１日

　至 平成20年12月31日）

建築工事 54,396 36,580 90,976 41,253 49,723

土木工事 9,481 9,550 19,032 7,928 11,103

計 63,878 46,131110,00949,181 60,827

当第３四半期累計期間

　（自 平成21年４月１日

　至 平成21年12月31日）

建築工事 40,157 30,622 70,779 35,897 34,882

土木工事 8,728 7,193 15,921 7,352 8,568

計 48,885 37,815 86,701 43,250 43,451

前事業年度

　（自 平成20年４月１日

　至 平成21年３月31日）

建築工事 54,396 42,890 97,287 57,129 40,157

土木工事 9,481 12,063 21,545 12,816 8,728

計 63,878 54,954118,83269,946 48,885

　（注）１．前期以前に受注した工事で、契約の変更により請負金額の増減がある場合は、期中受注工事高にその増減額を

含んでおります。

２．期末繰越工事高は（期首繰越工事高＋期中受注工事高－期中完成工事高）に一致します。
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②　受注工事高

期別 区分 官公庁（百万円） 民間（百万円） 計（百万円）

前第３四半期会計期間

（自 平成20年10月１日

至 平成20年12月31日）

建築工事 0 6,312 6,313

土木工事 116 5,810 5,927

計 117 12,122 12,240

当第３四半期会計期間

（自 平成21年10月１日

至 平成21年12月31日）

建築工事 5 5,284 5,289

土木工事 781 2,237 3,018

計 786 7,521 8,308

③　完成工事高

期別 区分 官公庁（百万円） 民間（百万円） 計（百万円）

前第３四半期会計期間

（自 平成20年10月１日

至 平成20年12月31日）

建築工事 0 12,285 12,286

土木工事 480 1,887 2,368

計 481 14,173 14,654

当第３四半期会計期間

（自 平成21年10月１日

至 平成21年12月31日）

建築工事 67 8,739 8,806

土木工事 496 1,951 2,448

計 563 10,691 11,255

　（注）完成工事高総額に対する割合が100分の10以上の相手先別の完成工事高及びその割合は、次のとおりでありま

　　　　す。

前第３四半期会計期間

矢作地所株式会社 2,205百万円 15.0% 

株式会社日立物流 1,947百万円 13.3% 

名古屋鉄道株式会社 1,554百万円 10.6% 

当第３四半期会計期間

名古屋鉄道株式会社 3,274百万円 29.1% 

 

④　繰越工事高（平成21年12月31日現在）

区分 官公庁（百万円） 民間（百万円） 計（百万円）

建築工事 11 34,870 34,882

土木工事 1,403 7,165 8,568

計 1,414 42,036 43,451

 

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

　

(1）業績の状況

当第３四半期連結会計期間における我が国の経済は、景況感に下げ止まりからやや上向きの兆しが見られるもの

の、昨年からの企業収益の悪化により民間設備投資は停滞し、雇用情勢の不安定化により個人消費意欲も低迷するな

ど、依然厳しい状況で推移してまいりました。

建設業界におきましても、住宅・不動産市況の悪化、民間設備投資の減少など取り巻く環境は依然厳しい状況が続

いており、先行きは引き続き不透明な状況となっております。

このような状況の中、当社グループは安定した収益を確保すべく、各カンパニーを始めグループ総力を挙げて、経営

理念である差別化戦略を徹底的に遂行してまいりました。

　その結果、当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高が18,946百万円（前年同四半期比21.2％増）、営業利益が948

百万円（前年同四半期比188.9％増）、経常利益が803百万円（前年同四半期比458.5％増）、四半期純利益が354百万

円（前年同四半期比1,418.1％増）となりました。

 

　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

 　

（建設事業） 完成工事高は11,785百万円（前年同四半期比16.9％減）となり、部門別では、建築工事が7,907

百万円（前年同四半期比26.0％減）、土木工事が3,878百万円（前年同四半期比11.0％増）とな

りました。建築工事の内訳は、耐震補強工事3,099百万円（前年同四半期比59.2％増）、一般建築

工事4,808百万円（前年同四半期比44.9％減）であります。また、営業利益は140百万円（前年同

四半期比61.5％減）となりました。

（不動産事業等） 不動産事業等につきましては、主たる分譲マンション販売に加え、開発物件の売却などにより、

兼業事業売上高は7,160百万円（前年同四半期比391.9％増）、営業利益は688百万円（前年同四

半期比556.3％増）となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、25,540百万円となっており

ます。当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

　 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　営業活動により得られた資金は5,738百万円（前年同四半期は1,427百万円の資金の使用）となりました。これは

売上債権の回収が順調に進んだこと及び販売用不動産の売却が主な原因であります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　投資活動により使用した資金は51百万円（前年同四半期比20百万円減）となりました。これは主に有形固定資産

の取得によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　財務活動により使用した資金は3,990百万円（前年同四半期は8,723百万円の資金の獲得）となりました。これは

主に手元資金を十分に確保し、安定した資金運営を継続しつつ有利子負債の圧縮も進めたことによるものであり

ます。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、114百万円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

②【発行済株式】

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数（株）

（平成21年12月31日）

提出日現在発行数（株）

（平成22年２月５日）

 上場金融商品取引所名又は登録

 認可金融商品取引業協会名
内容

普通株式 44,607,457 44,607,457
東京証券取引所（市場第一部）

名古屋証券取引所（市場第一部）

単元株式数

1,000株

計 44,607,457 44,607,457 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

（株）

発行済株式

総数残高

（株）

資本金増減額

（百万円）　

資本金残高

（百万円）

資本準備金

増減額

（百万円）

資本準備金

残高

（百万円）

平成21年10月１日～

平成21年12月31日
－ 44,607,457 － 6,808 － 4,244

 

 

（５）【大株主の状況】

　平成21年12月31日現在の株主名簿を確認したところ、当第３四半期会計期間において、大株主の異動はありませ

ん。　
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（６）【議決権の状況】

　①【発行済株式】

 平成21年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,195,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 43,103,000 43,103 －

単元未満株式 普通株式 309,457 －
１単元（1,000株）未満

の株式

発行済株式総数 44,607,457 － －

総株主の議決権 － 43,103 －

 

②【自己株式等】

 平成21年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に対す
る所有株式数の割合

（％）

矢作建設工業

株式会社

名古屋市東区

葵３丁目19番７号
1,195,000 － 1,195,000 2.68

計 － 1,195,000 － 1,195,000 2.68

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 600 650 650 627 716 661 610 615 637

最低（円） 516 490 593 525 606 571 540 574 605

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所（市場第一部）におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第

14号）に準じて記載しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、また、当第３四半期連結会計期間（平成

21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31

日まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツと

なっております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 26,006 22,155

受取手形・完成工事未収入金等 ※5
 17,214 24,954

有価証券 － 199

未成工事支出金 5,471 5,573

販売用不動産 ※1, ※2
 14,829

※2
 34,065

商品及び製品 30 49

材料貯蔵品 104 470

繰延税金資産 657 915

その他 1,359 1,449

貸倒引当金 △9 △13

流動資産合計 65,664 89,820

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 ※2
 19,230

※2
 12,017

機械、運搬具及び工具器具備品 2,196 2,139

土地 ※2, ※3
 15,686

※2
 9,430

リース資産 32 27

減価償却累計額 △9,733 △9,328

有形固定資産計 27,411 14,287

無形固定資産 253 213

投資その他の資産

投資有価証券 2,445 2,428

繰延税金資産 1,119 801

その他 2,516 2,585

貸倒引当金 △869 △768

投資その他の資産計 5,212 5,047

固定資産合計 32,877 19,548

繰延資産 81 －

社債発行費 81 －

資産合計 98,623 109,368
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 ※5
 12,597 17,432

短期借入金 22,749 35,290

1年内償還予定の社債 2,340 2,200

リース債務 7 6

未払法人税等 1,342 1,263

未成工事受入金 2,320 3,004

完成工事補償引当金 108 109

工事損失引当金 29 24

役員賞与引当金 69 98

その他 2,235 2,003

流動負債合計 43,798 61,433

固定負債

社債 3,560 －

長期借入金 17,477 15,820

リース債務 21 22

退職給付引当金 2,144 1,968

役員退職慰労引当金 499 465

再評価に係る繰延税金負債 63 64

長期預り金 4,125 4,259

その他 59 75

固定負債合計 27,951 22,675

負債合計 71,750 84,108

純資産の部

株主資本

資本金 6,808 6,808

資本剰余金 7,244 7,244

利益剰余金 19,396 17,794

自己株式 △571 △563

株主資本合計 32,877 31,284

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 303 285

土地再評価差額金 △6,392 △6,393

評価・換算差額等合計 △6,088 △6,107

少数株主持分 84 83

純資産合計 26,872 25,259

負債純資産合計 98,623 109,368
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高

完成工事高 48,021 44,515

兼業事業売上高 7,077 14,901

売上高合計 55,099 59,416

売上原価

完成工事原価 40,382 35,379

兼業事業売上原価 5,141 11,928

売上原価合計 45,524 47,307

売上総利益

完成工事総利益 7,638 9,136

兼業事業総利益 1,936 2,972

売上総利益合計 9,575 12,109

販売費及び一般管理費 ※1
 6,258

※1
 7,048

営業利益 3,316 5,060

営業外収益

受取利息 19 15

受取配当金 180 37

その他 71 69

営業外収益合計 271 122

営業外費用

支払利息 493 526

その他 40 59

営業外費用合計 533 586

経常利益 3,053 4,597

特別利益

貸倒引当金戻入額 24 4

その他 5 －

特別利益合計 30 4

特別損失

販売用不動産評価損 564 －

投資有価証券評価損 － 10

役員退職慰労金 － 7

その他 304 9

特別損失合計 869 28

税金等調整前四半期純利益 2,214 4,573

法人税、住民税及び事業税 1,075 2,407

法人税等調整額 △147 △86

法人税等合計 927 2,321

少数株主利益 2 0

四半期純利益 1,283 2,252
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高

完成工事高 14,175 11,785

兼業事業売上高 1,455 7,160

売上高合計 15,631 18,946

売上原価

完成工事原価 12,273 9,822

兼業事業売上原価 1,010 5,949

売上原価合計 13,283 15,772

売上総利益

完成工事総利益 1,902 1,962

兼業事業総利益 445 1,210

売上総利益合計 2,347 3,173

販売費及び一般管理費 ※1
 2,019

※1
 2,225

営業利益 328 948

営業外収益

受取利息 11 6

受取配当金 － 13

その他 12 13

営業外収益合計 23 34

営業外費用

支払利息 192 170

その他 15 7

営業外費用合計 207 178

経常利益 143 803

特別利益

貸倒引当金戻入額 3 4

特別利益合計 3 4

特別損失

投資有価証券評価損 49 －

その他 35 0

特別損失合計 84 0

税金等調整前四半期純利益 63 807

法人税、住民税及び事業税 93 339

法人税等調整額 △55 113

法人税等合計 37 453

少数株主利益 2 0

四半期純利益 23 354
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,214 4,573

減価償却費 361 467

貸倒引当金の増減額（△は減少） 66 97

受取利息及び受取配当金 △200 △53

支払利息 493 526

販売用不動産評価損 564 －

売上債権の増減額（△は増加） △4,654 7,711

たな卸資産の増減額（△は増加） △11,670 6,220

仕入債務の増減額（△は減少） 6,755 △4,835

未成工事受入金の増減額（△は減少） 5,757 △683

その他 △1,803 366

小計 △2,114 14,391

利息及び配当金の受取額 219 51

利息の支払額 △499 △486

法人税等の支払額 △2,007 △2,318

営業活動によるキャッシュ・フロー △4,402 11,636

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △223 △61

投資有価証券の償還による収入 150 －

その他 △106 △38

投資活動によるキャッシュ・フロー △180 △100

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 26,850 5,000

短期借入金の返済による支出 △11,842 △12,797

長期借入れによる収入 10,100 3,950

長期借入金の返済による支出 △5,834 △7,037

社債の発行による収入 － 3,618

自己株式の純増減額（△は増加） △343 △7

配当金の支払額 △634 △651

その他 0 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 18,296 △7,925

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 13,713 3,611

現金及び現金同等物の期首残高 8,904 21,929

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 22,618

※
 25,540
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

会計処理基準に関する事項の変更 完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

　請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工期１年超の工事につ

いては工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用して

おりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成

19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より

適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第３四半期連

結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事につ

いては工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の

工事については工事完成基準を適用しております。

　なお、平成21年３月31日以前に着手した工事契約のうち、工期１年超の工

事については工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を引

き続き適用しております。

　これにより、従来の方法によった場合と比べ、当第３四半期連結累計期間

に係る完成工事高は3,953百万円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調

整前四半期純利益は、それぞれ676百万円増加しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

 

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

（四半期連結損益計算書関係）

　前第３四半期連結累計期間において、特別損失の「その他」に含めて表示しておりました「投資有価証券評価損」は、

特別損失の総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することとしました。なお、前第３

四半期連結累計期間の特別損失の「その他」に含まれる「投資有価証券評価損」は135百万円であります。

　

EDINET提出書類

矢作建設工業株式会社(E00148)

四半期報告書

16/27



【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

（保有目的の変更）

　第２四半期連結会計期間において、長期保有により安定的な賃貸収入を得ることを目的として、販売用不動産から有

形固定資産へ13,512百万円（建物・構築物6,923百万円、機械、運搬具及び工具器具備品55百万円、土地6,255百万円、

建設仮勘定278百万円）振替えております。

　また、これに伴い、流動資産に計上しておりました繰延税金資産265百万円について、投資その他の資産の「繰延税金

資産」に振替えております。

　なお、建設仮勘定は、当第３四半期連結会計期間において、建物・構築物に振替えております。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１　開発事業等支出金3,150百万円を含んでおります。 　

※２　担保資産

　　　　担保に供されている資産で、企業集団の事業の運営に

おいて重要なものであり、かつ、前連結会計年度の末

日に比べて著しい変動が認められるものは、次のと

おりであります。

  百万円

販売用不動産 3,950 

建物・構築物 7,141 

土地 8,171 

　合計 19,264 

※２　担保資産

  百万円

販売用不動産 21,516 

建物・構築物 1,029 

土地 3,482 

　合計 26,029 

※３　コース勘定1,415百万円を含んでおります。 　

　４　偶発債務

①　連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対

し、債務保証を行っております。

分譲マンション購入者の金融機関からの借入

三菱ＵＦＪ住宅ローン保証株式会社 194百万円

　４　偶発債務

①　連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対

し、債務保証を行っております。　

分譲マンション購入者の金融機関からの借入

三菱ＵＦＪ住宅ローン保証株式会社 438百万円

②　当社グループがその一部を請負うＰＦＩ事業におい

て、事業主体が保険会社と締結した履行保証保険契約

に基づき、保険事故が発生した場合の事業主体への求

償額について、原則として事業持分割合に応じた119

百万円を最大額とする金額に対して、また、当社グ

ループの責に帰す場合においては265百万円を最大額

として、その帰責割合に応じた金額に対して、連帯保

証債務を負っております。

②　　　　　　　　　同左

　

③　　　　　　　―――――――

　

③　手形債権流動化に伴う買戻義務限度額

　836百万円

 ※５ 期末日満期日手形

　　　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理について

は、手形交換日をもって決済処理しております。な

お、当四半期連結会計期間の末日は金融機関の休日

であったため、次の満期手形が当四半期連結会計期

間末残高に含まれています。

受取手形 0 百万円

支払手形 1,541 百万円

　　──────
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（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

従業員給料手当 2,479百万円

退職給付費用 182 

役員退職慰労引当金繰入額 87 

役員賞与引当金繰入額 54 

販売費 699 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

従業員給料手当 2,634百万円

退職給付費用 205 

役員退職慰労引当金繰入額 96 

役員賞与引当金繰入額 69 

販売費 661 

　２　当社グループの売上高は、通常の営業の形態として第

２四半期連結会計期間及び第４四半期連結会計期間

に売上計上する割合が大きく、業績に季節的変動があ

ります。

　２　　　　　　　　　　同左

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

従業員給料手当 836百万円

退職給付費用 64 

役員退職慰労引当金繰入額 26 

役員賞与引当金繰入額 18 

販売費 141 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

従業員給料手当 911百万円

退職給付費用 68 

役員退職慰労引当金繰入額 33 

役員賞与引当金繰入額 23 

販売費 105 

　２　当社グループの売上高は、通常の営業の形態として第

２四半期連結会計期間及び第４四半期連結会計期間

に売上計上する割合が大きく、業績に季節的変動があ

ります。

　２　　　　　　　　　　同左

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在） （平成21年12月31日現在）

 （百万円）

現金預金勘定 23,034

預入期間が３か月を超える定期預金 △416

現金及び現金同等物 22,618

 

 （百万円）

現金預金勘定 26,006

預入期間が３か月を超える定期預金 △466

現金及び現金同等物 25,540
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日　至 平成21

年12月31日）

　１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  44,607千株

　２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 1,195千株

　３．新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

　４．配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年５月７日

取締役会
普通株式 347　

8.0

(1.0)

(うち記念

配当)　

平成21年３月31日平成21年６月９日 利益剰余金

平成21年11月５日

取締役会
普通株式 303　 7.0　平成21年９月30日平成21年11月27日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日　至 平成20年12月31日）

 
建設事業
（百万円）

不動産事業等
（百万円）

計
（百万円）　

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 14,175 1,455 15,631 － 15,631

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
2,344 396 2,741 (2,741) －

計 16,520 1,852 18,372 (2,741) 15,631

営業利益 364 104 469 (141) 328

　

当第３四半期連結会計期間（自 平成21年10月１日　至 平成21年12月31日）

 
建設事業
（百万円）

不動産事業等
（百万円）

計
（百万円）　

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 11,785 7,160 18,946 － 18,946

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,014 312 1,326 (1,326) －

計 12,800 7,473 20,273 (1,326) 18,946

営業利益 140 688 829 118 948

　

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日　至 平成20年12月31日）

 
建設事業
（百万円）

不動産事業等
（百万円）

計
（百万円）　

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 48,021 7,077 55,099 － 55,099

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
7,116 1,347 8,464 (8,464) －

計 55,138 8,425 63,563 (8,464) 55,099

営業利益 3,152 521 3,674 (357) 3,316

　

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日　至 平成21年12月31日）

 
建設事業
（百万円）

不動産事業等
（百万円）

計
（百万円）　

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 44,515 14,901 59,416 － 59,416

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
4,301 1,287 5,589 (5,589) －

計 48,816 16,189 65,005 (5,589) 59,416

営業利益 3,608 1,351 4,959 100 5,060
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　（注）１．事業区分の方法及び各区分に属する主要な事業の内容

(1）事業区分の方法

日本標準産業分類及び連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分しております。

(2）各区分に属する主要な事業の内容

建設事業：土木、建築その他建設工事全般に関する事業

不動産事業等：不動産の売買及び賃貸等に関する事業並びにゴルフ場経営に関する事業他

　　　　２．会計処理の方法の変更

前第３四半期連結累計期間

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２．に記載のとおり、第１四半期連結

会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適用してお

ります。なお、この変更がセグメント情報に与える影響はありません。

　

当第３四半期連結累計期間

（工事契約に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計

期間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を適用しております。

　この変更により、従来の方法によった場合と比べ、当第３四半期連結累計期間の建設事業の売上高が3,953百

万円、営業利益が676百万円それぞれ増加しております。

　

　　　　３．追加情報

前第３四半期連結累計期間

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　「追加情報」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より、改正後の法人税法に基づく耐用年数に変更して

おります。なお、この変更がセグメント情報に与える影響は軽微であります。

 

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間（自平

成21年10月１日　至平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年12

月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　在外子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

 

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間（自平

成21年10月１日　至平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年12

月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　海外売上高がないため、該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 617.09円 １株当たり純資産額 579.76円

　（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結会計期間末

（平成21年12月31日）

前連結会計年度末

（平成21年３月31日）

 純資産の部の合計額（百万円） 26,872 25,259

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 84 83

（うち少数株主持分） （84） （83）

普通株式に係る四半期連結会計期間末（連結会計

年度末）の純資産額（百万円）
26,788 25,176

 １株当たり純資産額の算定に用いられた四半期連

結会計期間末（連結会計年度末）の普通株式の数

（千株）

43,411 43,425

２．１株当たり四半期純利益金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 29.50円 １株当たり四半期純利益金額 51.88円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

前第３四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日

至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日

至　平成21年12月31日）

四半期純利益（百万円） 1,283 2,252

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 1,283 2,252

期中平均株式数（千株） 43,520 43,417
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前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 0.54円 １株当たり四半期純利益金額 8.16円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

前第３四半期連結会計期間

（自　平成20年10月１日

至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間

（自　平成21年10月１日

至　平成21年12月31日）

四半期純利益（百万円） 23 354

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 23 354

期中平均株式数（千株） 43,436 43,413

　

（重要な後発事象）

 　　該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成21年11月５日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議を行っております。

　(イ）中間配当による配当金の総額……………………303百万円

　(ロ）１株当たりの金額…………………………………７円00銭

　(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成21年11月27日

（注）平成21年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行うものであります。

EDINET提出書類

矢作建設工業株式会社(E00148)

四半期報告書

24/27



第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書 　

   平成21年２月５日

矢作建設工業株式会社    

 取締役会　御中  

 監査法人トーマツ  

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中浜　明光　　印 　

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 内山　隆夫　　印 　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている矢作建設工業株式会

社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成

20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、矢作建設工業株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

 

追記情報 

　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は、第１四半期連結会計

期間から「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用している。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書 　

   平成22年１月27日

矢作建設工業株式会社    

 取締役会　御中  

 有限責任監査法人トーマツ  

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中浜　明光　　印 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 内山　隆夫　　印 　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている矢作建設工業株式会

社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成

21年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、矢作建設工業株式会社及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

追記情報

　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社及び連結子会社は、第１

四半期連結会計期間から「工事契約に関する会計基準」を適用している。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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